
知識・技能 思考・判断・表現（話す・聞く） 思考・判断・表現（書く） 思考・判断・表現（読む） 言語事項 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 選択式 短答式 記述式
63.0 66.5 61.1 61.4 63.0 66.5 61.1 61.4 64.4 62.5 42.3

61.0 65.0 70.0 61.7 61.0 65.0 70.0 61.7 65.6 60.0 40.0

知識・技能 思考・判断・表現 世界の地域構成 日本の地域構成 世界各地の人々の生活と環境 世界の諸地域 古代までの日本（原始～古墳時代） 古代までの日本（飛鳥～平安時代） 歴史のとらえ方 選択式 短答式 記述式
51.1 54.2 51.0 65.9 44.0 44.7 50.5 51.8 62.7 52.0 57.0 48.1

54.6 52.2 35.0 50.0 42.5 53.3 65.0 63.3 57.5 57.1 43.3 40.0

知識・技能 思考・判断・表現 数と式 図形 関数 データの活用 選択式 短答式 記述式
57.2 42.2 62.6 60.4 38.7 33.4 57.0 42.2 43.7

61.9 45.7 63.9 61.1 47.2 38.9 61.9 47.2 33.3

知識・技能 思考・判断・表現 エネルギー 粒子 生命 地球 選択式 短答式 記述式
55.3 59.5 59.2 47.1 59.0 66.2 58.2 58.5 53.4

54.4 63.3 68.3 45.0 58.3 68.3 62.7 58.6 45.0

知識・技能 思考・判断・表現 聞くこと 読むこと 書くこと 選択式 短答式 記述式
60.9 56.0 66.9 53.0 55.3 64.0 39.7 39.3

63.6 55.6 73.0 50.0 55.6 63.0 44.4 55.6
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令和６年度　鹿児島学力・学習状況調査　集計結果　（１年生）

【表の見方】
　・　結果として提供されているのは、教科別の得点と観点・領域・問題形式によるため、一つの集計表として独自にまとめた。
　・　観点等の塗りつぶされた枠は、県平均を下回っている値である。
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知識・技能 思考・判断・表現（話す・聞く） 思考・判断・表現（書く） 思考・判断・表現（読む） 言語事項 話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 選択式 短答式 記述式
71.9 57.7 54.2 65.3 71.9 57.7 54.2 65.3 66.0 77.3 27.0

85.6 44.4 61.1 74.1 85.6 44.4 61.1 74.1 76.4 77.8 22.2

知識・技能 思考・判断・表現 地域調査の手法 日本の地域的特色 日本の諸地域 安土桃山 江戸前期 江戸中期 選択式 短答式 記述式
44.3 50.8 62.5 44.9 39.8 26.1 52.5 62.5 50.2 46.9 21.1

49.6 55.6 81.5 51.1 48.1 33.3 50.0 55.6 55.6 50.0 27.8

知識・技能 思考・判断・表現 数と式 図形 関数 データの活用 選択式 短答式 記述式
47.9 31.9 41.9 31.6 39.1 51.0 41.7 43.1 30.5

54.4 48.6 52.5 40.0 52.5 62.5 55.7 50.0 45.0

知識・技能 思考・判断・表現 エネルギー 粒子 生命 地球 選択式 短答式 記述式
57.7 48.0 49.7 43.6 65.3 51.1 57.1 44.7 56.4

67.7 52.1 46.3 55.6 72.2 63.0 58.7 60.5 55.6

知識・技能 思考・判断・表現 聞くこと 読むこと 書くこと 選択式 短答式 記述式
53.9 51.2 58.4 51.9 46.0 57.0 42.4 31.4

53.5 52.8 50.8 54.0 55.6 56.3 66.7 16.7
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令和６年度　鹿児島学力・学習状況調査　集計結果　（２年生）

【表の見方】
　・　結果として提供されているのは、教科別の得点と観点・領域・問題形式によるため、一つの集計表として独自にまとめた。
　・　観点等の塗りつぶされた枠は、県平均を下回っている値である。

県比
(100)

126.9

県比
(100)

113.2

県比
(100)

100.8

県比

6.9

県比

0.4

県比

6.1

県平均
点

県平均
との差

県平均を１００とした
ときの比

問題形式による得点率



本校の学力向上に向けた各教科の取り組み 

鹿児島市立吉田北中学校 

 

本校における各教科の授業改善に関する取り組みを以下に要約を示す。  

 

1. **国語**:  

授業開始 5 分間の取り組みとして、前時の振り返りや漢字・文法の小テストを実施。

単元の言語活動に「書く」活動を取り入れ、教材に即したテーマ設定を行い、意欲的な

授業展開を目指している。  

 

2. **社会**:  

中学 1 年生は歴史分野の正答率が高いが、地理的分野の正答率が低い。中学 2 年生は

近世の日本に課題が見られ、毎時間の小テストや単元テストを実施し、知識習得を促進。

資料を基にした考察や課題解決型の問題にも取り組んでいる。  

 

3. **数学**:  

前時の内容の小テストを実施し、基本の定着を図る。定期テストでできなかった問題

を反復練習し、朝の時間に百ます計算を行う。単元の終わりには調査問題を解説し、ワ

ークにこまめに取り組ませる。  

 

4. **理科**:  

学びポケット navima を使用して課題を出し、ロイロノートで実験・観察の分析を行う。

インターネットを活用して教科書内容を調べ、理解を深める。  

 

5. **外国語**:  

「話すこと」と「書くこと」の正答率が低いため、基本的な語句と文法の定着を図る。

Small Talk を通じて話す練習を行い、英語日記や小テストで書く力を強化。授業では生

徒の「話したい」「書きたい」という気持ちを引き出し、言語活動の充実を図る。  

 

このように、各教科での授業改善に向けて具体的に取り組み、基礎学力の定着と自ら考え

る力を育成することを目指している。 


